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AIG は、日本における地震に関連する富士火災の将来の損失が AIG の財務業績に
どのように影響を与えるかについての追加情報を提供 
 
 

ニューヨーク、2011 年３月 23 日 アメリカン・インターナショナル・グルー

プ・インク（「AIG」）は、本日、AIG が 54.66%の株式を保有している富士火災

海上保険株式会社（「富士火災」）に関して、地震に関連する保険金請求による

将来の損失が AIG の財務業績にどのように影響を与えるかについての追加情報を

公表した。  

 
先週、AIG は、損害保険事業部門であるチャーティスの税引き前保険損失の暫定

予測を公表した。2011 年第１四半期における未収再保険金も含めた、様々な災

害による影響額は、2010 年 12 月 31 日時点での AIG の株主資本の 1.1％にあたる

税引き前で 10 億ドル、税引き後で９億ドルとなり、その中には、日本で起きた

地震、それに伴う津波の発生およびこれらに関連する損害などの影響による税引

き前保険損失７億ドルが含まれている。しかしながら、AIG が先週公表している

とおり、この暫定予測には、AIG の日本での損害保険事業のうち、後述する日本

地震再保険株式会社（「JERC」）に地震保険契約の再保険をかけている事業（富

士火災を含む。）の損失は含まれていなかった。 

 
米国で一般に認められた会計原則（「米国会計基準」）に基づき、AIG は、富士

火災の財務業績を AIG の財務報告の連結対象としている。AIG は、このたびの日

本での地震に起因する富士火災における損失のほとんどは、JERC 再保険の対象

になるものであると考えている。JERC は、個人向け家計地震保険（住居に使用

される建物と家財）の再保険を日本で唯一引き受ける官民一体の制度となってい

る。この制度の下では、再保険を通じて、政府、JERC、富士火災を含む国内で営

業を行っている民間損害保険会社のそれぞれについて異なる責任限度額を定め、
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政府が大半の保険責任を分担することとなっている。（詳細については本リリー

ス後半に記載の編集者注記を参照のこと。） 

 
富士火災の純損失額は業界全体での支払い総額によって決まり、その支払い総額

がまだ確定されないことから、富士火災は、今回の地震に関連する保険金請求に

よる実際の損失予測額をまだ公表していないが、今週初めに、JERC 再保険の対

象となる契約の保険金請求により負担する可能性のある損失は約 5 億 800 万ドル

が最大額になると発表した。日本の法定の会計基準に従い、富士火災は、JERC

再保険に参加する民間損害保険会社として要求される分も含めて、既に個人の家

計財物に対する地震損害に関連する将来の保険金請求のための異常危険準備金を

約 4 億 8,200 万ドル積み立てている。これらの異常危険準備金は JERC への預託

金として維持されており、富士火災が JERC 再保険の対象となる契約の保険金請

求により負担しうる将来の損失に充てられ、また、この制度により富士火災の

JERC への追加のキャッシュ拠出は最大で 2,600 万ドルに抑えられる。 

 
米国会計基準においては、異常危険準備金を災害の発生前に積み立てることがで

きない。そのため、このたびの地震による JERC 再保険の対象となる富士火災の

純損失の全額は、損益計算書上に計上されることになる。しかしながら、前述し

た日本における JERC 再保険に関する準備金および預託金が存在することから、

AIG は、日本地域事業の流動性および法定資本（富士火災の流動性および法定資

本を含む。）に与えられる正味の影響は最小限に留まると考えている。 

 
AIG は、米国会計基準上の富士火災における地震に関連する損失の純額は、その

ほとんどが富士火災による JERC 再保険の対象になるものであり、また、当該純

損失額は、富士火災の JERC 再保険の対象となる将来の責任負担に充てるために

JERC 再保険に基づき JERC への預託金として維持されている異常危険準備金から

賄われることになると考えている。 

 
# # # 

 
 

編集者注記 

日本地震再保険社（「JERC」）と富士火災に関する背景情報 

 
既に本プレスリリースに記載の通り、日本においては、個人向け家計地震保険

（住居に使用される建物と家財）について、官民一体の保険制度がある。当該制

度の下では、再保険を通じて、政府、JERC、富士火災を含む国内の民間損害保険



 
3

会社のそれぞれについて異なる責任限度額が定められており、政府が大半の保険

責任を分担することとなっている。 

 
個人向け家計地震保険制度の下での責任負担およびその内容の概要は以下の通り

である。 

 
• 日本において損害保険会社により引き受けられた個人の家計財物に対する地

震損害を担保する保険は、全て JERC に出再される。JERC は、さらにそのリ

スクを、同社と政府、そして民間損害保険会社に再々保険することで再度リ

スクを分散させる。なお、JERC は個人の家計財物に対する地震損害のみを引

き受けており、法人のリスクは引き受けていない。また、同社は個人の家計

財物の地震リスクの再保険を引き受けることを日本で唯一認められた会社で

ある。 
 

• JERC 出再プログラムの下で、業界全体が負担する損失は、最大で 5 兆 5,000

億円（670 億ドル）までになり、責任負担は、以下の通り、５つの層に分け

られる。 
 

• 第１層：1,150 億円（14 億ドル）までは JERC が負担 

 

• 第２層Ａ：1,150 億円（14 億ドル）を超え、1 兆 1,230 億円（137 億ド

ル）までの部分については政府が 50%、民間損害保険会社が 50%を負担

（それぞれ 5,038 億円（61 億ドル）の負担） 

 

• 第２層Ｂ：1 兆 1,230 億円（137 億ドル）を超え、1 兆 9,250 億円（235

億ドル）までの部分については政府が 50%、JERC が 50%を負担（それぞ

れ 4,012 億円（49 億ドル）の負担） 

 

• 第３層Ａ：1 兆 9,250 億円（235 億ドル）を超え、3 兆 7,120 億円（453

億ドル）までの部分については政府が 95%（1 兆 6,980 億円（207 億ド

ル）の負担）、民間損害保険会社が５%を負担（894 億円（11 億ドル）

の負担） 

 

• 第３層Ｂ：3 兆 7,120 億円（453 億ドル）を超え、5 兆 5,000 億円（670

億ドル）までの部分については政府が 95%（1 兆 6,980 億円（207 億ド

ル）の負担）、JERC が５%を負担（894 億円（110 億ドル）の負担） 

 
以上を合計すると、政府について 4 兆 3,010 億円（525 億ドル）、JERC について
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6,056 億円（74 億ドル）、民間損害保険会社について 5,931.5 億円（72 億ドル）

がそれぞれの責任限度額となる。民間損害保険会社支払い分に占める、富士火災

の責任限度額は 417 億円（5 億 800 万ドル）となる。なお、阪神淡路大震災の際、

日本の民間損害保険会社によって支払われた保険金総額は 783 億円（9 億 5,500

万ドル）だった。  
さらに、民間損害保険会社は、日本の会計基準の下で、通常の保険金支払いに充

当する責任準備金に加え、巨大災害に備えた異常危険準備金を積み立てており、

これらの準備金を取り崩すことにより、地震による損失を打ち消すことができる。

2010 年 12 月末現在、富士火災では、家計財物に対する地震損害に係る異常危険

準備金を 395 億円（4 億 8,200 万ドル）積み立てており、また、JERC に対し 355

億円（4 億 3,300 万ドル）の預託金を預託している。これらの差額は税効果に係

るものである。 

 
従って、東北地方太平洋沖地震による JERC 出再プログラムに係る被害が 3 兆

1000 億円（378 億ドル）を超えない場合、395 億円（4 億 8,200 万ドル）の地震

保険危険準備金によって富士火災の負担金がカバーされるため、富士火災が

JERC に対する預託金を積み増す必要はない。 

また、仮に、3 兆 1,000 億円（378 億ドル）を超える場合、富士火災は最大で

21.6 億円（2,600 万ドル）の追加的な支払いおよび責任を負担することになると

予測される。 

 
# # # 

 
本プレスリリースには、1995年私募証券訴訟改革法 (Private Securities 

Litigation Reform Act of 1995) において意味されるところの「将来の見通し

に関する記述」が含まれている。かかる記述は、将来における事象に関するAIG

の考えを反映しており、AIGの予測に基づいている。かかる記述は、リスクおよ

び不確実性にさらされている。米国の証券法が要求する重要な情報の開示につき

AIGが引続き負う義務を除き、AIGは将来の見通しに関する記述につき、本プレス

リリースの日付以降に生じた事象および状況を反映させるために新たな情報を提

供する予定はない。 

 

# # # 

 

AIG グループは世界の保険業界のリーダーであり、130 以上の国でお客様にサー

ビスを提供している。AIG グループ各社は、世界最大級のネットワークを通して

個人・法人のお客様に損害保険商品･サービスを提供している。このほか、米国
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においては生命保険事業およびリタイヤメント・サービス事業を展開している。

持株会社 AIG, Inc.の普通株式はニューヨーク、アイルランド、東京の各証券取

引所に上場されている。 

 

# # # 

 

  



 

 

 
 
Contact: News Media: 
  Mark Herr 
  212-770-3505 
   
  Investment Community: 
  Elizabeth Werner 
  212-770-7074 
 
 

AIG PROVIDES ADDITIONAL INFORMATION ON HOW POTENTIAL JAPAN 
EARTHQUAKE-RELATED LOSSES AT FUJI FIRE AND MARINE  

COULD AFFECT AIG’S FINANCIAL RESULTS 
 
NEW YORK, March 23, 2011 – American International Group, Inc. (AIG) today released 
additional information about how potential losses stemming from earthquake-related claims filed 
with Fuji Fire and Marine Insurance Co., Ltd. (Fuji Fire and Marine), in which AIG holds a 
54.66 percent equity stake, could affect AIG’s financial results. 
 
Last week, AIG issued a preliminary pre-tax insurance loss estimate for Chartis, its property 
casualty insurance unit, of $1.0 billion, or $0.9 billion after tax – 1.1 percent of total AIG 
shareholders’ equity as of December 31, 2010 – net of all reinsurance recoverables for the first 
quarter of 2011, related to various catastrophes, including a pre-tax insurance loss of $0.7 billion 
related to the recent earthquake in Japan, consequent tsunami, and related exposures.  As AIG 
noted in its announcement last week, the preliminary estimate excluded losses arising from 
AIG’s general insurance operations in Japan that participate in the Japanese Earthquake 
Reinsurance Company (JERC), including Fuji Fire and Marine. 
 
Under U.S. generally accepted accounting principles (U.S. GAAP), AIG consolidates Fuji Fire 
and Marine’s financial results in AIG’s financial statements.  AIG believes the vast majority of 
any losses recorded by Fuji Fire and Marine in connection with the Japanese earthquake will 
relate to Fuji Fire and Marine’s participation in the JERC, a joint government-private sector 
insurance system that is the exclusive provider of earthquake coverage for personal dwellings 
and their contents in Japan.  Under this system, the Japanese government is to a great extent 
responsible for insurance liability through a reinsurance system that defines the various limits of 
liability to be covered by the government, the JERC, and private, general insurance companies in 
Japan, including Fuji Fire and Marine. (See “Note to Editors” at the end of this press release for 
more explanatory information.) 
 
Although Fuji Fire and Marine has not announced an actual loss estimate for earthquake-related 
claims because its net loss exposure is dependent on industry total losses, which have not yet 
been determined, the company said earlier this week that the maximum possible loss that it could 
sustain in connection with JERC-related claims is approximately $508 million.  In accordance 
with Japanese statutory accounting rules, as well as the requirements for private sector 
participants in the JERC, Fuji Fire and Marine had previously established catastrophe reserves of 
approximately $482 million for potential claims associated with earthquake damage to personal 
dwellings.  These reserves, which are backed by funds held by the JERC, exist to cover the 
potential losses that Fuji Fire and Marine could sustain in connection with JERC-related claims, 
and limit the maximum net additional cash payments to the JERC to $26 million.  
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As U.S. GAAP prohibits the establishment of catastrophe reserves in advance of a catastrophic 
event occurring, the total net JERC losses that Fuji Fire and Marine actually incurs in connection 
with the Japan earthquake will flow through AIG’s income statement.  However, AIG expects 
minimal net effects on the statutory capital and liquidity of its local Japanese operations, 
including those of Fuji Fire and Marine, in light of existing local reserves as outlined above. 
 
AIG expects that any net U.S. GAAP charge for earthquake-related losses by Fuji Fire and 
Marine would relate almost entirely to Fuji Fire and Marine’s participation in the JERC, and that 
such a charge would be funded from Fuji Fire and Marine’s JERC-related earthquake reserves, 
which are backed by funds held by the JERC for the benefit of supporting Fuji Fire and Marine’s 
potential JERC-related liability.   
 

# # # 
 
NOTE TO EDITORS:  
Background on the Japanese Earthquake Reinsurance Company (JERC) and Fuji Fire and 
Marine 
 
As noted earlier in this press release, in Japan, there is a joint government-private sector 
insurance system covering earthquake risk for personal dwellings and their contents. Under this 
system, the Japanese government is, to a great extent, responsible for insurance liability through 
a reinsurance system that defines the various limits of liability to be covered by the government, 
the JERC, and private general insurance companies in Japan, including Fuji Fire and Marine.  
 
An overview of the liability under the joint system for earthquake insurance for personal 
dwellings and their contents follows: 
 

• All insurance written by general insurance companies in Japan to cover earthquake 
damage to personal property and their contents is ceded to the JERC. The JERC then 
shares the risk between the JERC itself, the government, and private general insurance 
companies through a reinsurance arrangement.  The JERC only covers earthquake 
damage to personal property, not commercial risk, and is the only company authorized in 
Japan to reinsure personal property.   

 
• A maximum of 5.5 trillion yen ($67 billion USD) of industry-wide losses will be covered 

under the JERC program through five layers of liability as follows: 
 

• Layer 1: The JERC will cover 100 percent of the first 115 billion yen ($1.4 
billion USD) of losses. 

 
• Layer 2A: Losses between 115 billion yen ($1.4 billion USD) and 1.123 trillion 

yen ($13.7 billion USD) will be covered 50 percent by the government, and 50 
percent by private general insurance companies (503.8 billion yen ($6.1 billion 
USD) for each).  

 
• Layer 2B: Losses between 1.123 trillion yen ($13.7 billion USD) and 1.925 

trillion yen ($23.5 billion USD) will be covered 50 percent by the government, 
and 50 percent by the JERC (401.2 billion yen ($4.9 billion USD) for each).  

 
• Layer 3A: Losses between 1.925 trillion yen ($23.5 billion USD) and 3.712 

trillion yen ($45.3 billion USD) will be covered 95 percent by the government 
(equivalent to 1.698 trillion yen ($20.7 billion USD)), and 5 percent by private 
general insurance companies (equivalent to 89.4 billion yen ($1.1 billion USD)).  

 
• Layer 3B: Losses between 3.712 trillion yen ($45.3 billion USD) and 5.5 trillion 

yen ($67 billion USD) will be covered 95 percent by the government (equivalent 
to 1.698 trillion yen) ($20.7 billion USD), and 5 percent by the JERC (equivalent 
to 89.4 billion yen ($1.1 billion USD).  
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Aggregating all the numbers above, the maximum liability for the government will be 4.301 
trillion yen ($52.5 billion USD), and 605.6 billion yen ($7.4 billion USD) for the JERC, and 
593.15 billion yen ($7.2 billion USD), for the private general insurance companies, respectively.  
Fuji Fire and Marine’s portion of the maximum for the private general insurance industry is 41.7 
billion yen ($508 million USD).  For comparison purposes, the Japanese private general 
insurance sector’s aggregate liability resulting from the Great Hanshin-Awaji Earthquake was 
78.3 billion yen ($955 million USD). 
 
Furthermore, the private general insurance companies have established catastrophe reserves 
under Japanese accounting standards that are available to cover claims related to extensive 
disasters in addition to their regular reserves that cover their normal liability payments.  These 
reserves can be utilized to offset earthquake losses. As of the end of December 2010, Fuji Fire 
and Marine had accumulated a 39.5 billion yen ($482 million USD) catastrophe reserve liability 
related to earthquake damage to personal dwellings, supported by a deposit asset of 35.5 billion 
yen ($433 million USD) with the JERC. The difference between these two figures is due to 
income taxes.  
 
As a result, provided the industry loss from the Pacific Coast of Tohoku Earthquake for the 
JERC program does not exceed 3.1 trillion yen ($37.8 billion), Fuji Fire and Marine will not 
have to pay additional funds to the JERC as industry losses at that level will be covered by Fuji 
Fire and Marine’s existing 39.5 billion yen ($482 million USD) reserve liability with the JERC. 
To the extent industry losses exceed 3.1 trillion yen ($37.8 billion), Fuji Fire and Marine is 
exposed to additional payments and liabilities of up to a maximum amount of 2.16 billion yen 
($26 million). 
 

# # # 
 
This press release contains “forward-looking statements” within the meaning of the Private 
Securities Litigation Reform Act of 1995. These forward-looking statements reflect AIG’s 
current views with respect to future events and are based on assumptions and are subject to risks 
and uncertainties.  Except for AIG’s ongoing obligation to disclose material information as 
required by federal securities laws, it does not intend to provide an update concerning any future 
revisions to any forward-looking statements to reflect events or circumstances occurring after the 
date hereof. 
 

# # # 
 
American International Group, Inc. (AIG) is a leading international insurance organization 
serving customers in more than 130 countries. AIG companies serve commercial, institutional 
and individual customers through one of the most extensive worldwide property-casualty 
networks of any insurer. In addition, AIG companies are leading providers of life insurance and 
retirement services in the United States. AIG common stock is listed on the New York Stock 
Exchange, as well as the stock exchanges in Ireland and Tokyo. 
 
 

# # # 


